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ま
だ
ま
だ
収
束
し
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
中
、
迷
い
な
が
ら
実
施
し
た
。 

 

５
月
３
０
日
（
日
）
、
京
王
線
新
宿
駅
発
６

時
２
９
分
の
特
急
京
王
八
王
子
行
き
に
乗
車
。

北
野
で
高
尾
山
口
行
き
に
乗
り
換
え
、
高
尾
で

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
河
口
湖
行
き
に
乗
り
換
え
、
河

口
湖
駅
に
９
時
１
３
分
着
。 

降
り
立
っ
た
の
は
、
有
倉
、
奥
村
、
佐
藤
、

三
田
村
、
東
郷
（
初
参
加
）
、
及
川
、
西
川
夫

妻
、
川
名
夫
人
、
戸
丸
の
１
０
名
。
降
り
た
と

た
ん
に
さ
わ
や
か
な
高
原
の
空
気
に
な
り
気

持
ち
が
高
揚
す
る
。
駅
前
の
風
情
を
見
て
久
し

ぶ
り
に
観
光
地
に
来
た
と
感
じ
た
。 

９
時
５
０
分
の
天
下
茶
屋
行
き
の
バ
ス
に

乗
車
。
富
士
山
は
右
の
斜
面
か
ら
裾
野
ま
で
は

見
え
て
い
た
。
山
頂
か
ら
左
側
は
雲
の
中
だ
。

斜
面
に
は
わ
ず
か
に
雪
渓
が
見
え
て
い
る
。
河

口
湖
越
し
に
見
る
御
坂
山
地
の
御
坂
山
、
黒
岳

方
面
の
緑
が
色
と
り
ど
り
で
美
し
い
。 

１
０
時
２
０
分
頃
、
バ
ス
は
三
つ
峠
登
山
口

に
到
着
。
降
り
て
す
ぐ
に
何
か
の
す
ご
い
鳴
き

声
に
驚
く
。
カ
エ
ル
な
の
か
セ
ミ
な
の
か
？ 

お
そ
ら
く
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
だ
と
思
わ
れ
る
。
失

礼
な
が
ら
う
る
さ
い
く
ら
い
に
ぎ
や
か
だ
。 

１
０
時
３
７
分
、
出
発
。
ま
ず
は
標
識
に
従

っ
て
右
に
入
っ
て
ゆ
く
。
し
ば
ら
く
は
舗
装
路

だ
。
右
側
の
沢
が
き
れ
い
だ
。 

 

１
０
時
４
９
分
、
突
き
当
た
る
と
標
識
が
あ

り
右
は
西
川
林
道
、
左
が
三
つ
峠
登
山
道
と
あ

る
。
左
に
曲
が
る
と
す
ぐ
に
左
側
に
ト
イ
レ
が

見
え
る
。
小
休
止
。
バ
ス
停
に
観
光
バ
ス
で
後

か
ら
来
た
登
山
ツ
ア
ー
ら
し
き
２
０
数
名
の

団
体
が
追
い
付
い
て
こ
こ
で
一
緒
に
な
る
。
再

出
発
。 

 

１
１
時
５
分
頃
、
団
体
が
追
い
抜
い
て
い
く
。

道
は
四
駆
が
通
っ
て
い
る
ら
し
い
広
さ
だ
が

足
元
は
ガ
タ
ガ
タ
し
て
い
る
。
山
小
屋
の
ジ
ー

プ
が
通
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。 

 

１
１
時
１
８
分
、
少
し
広
い
と
こ
ろ
で
休
憩
。

何
か
虫
の
よ
う
な
白
い
も
の
が
舞
っ
て
い
る
。

ど
う
や
ら
柳
の
花
の
よ
う
だ
。
眩
し
い
く
ら
い

の
日
差
し
が
降
り
注
い
で
い
る
。
美
し
い
緑
の

ト
ン
ネ
ル
を
ジ
グ
ザ
グ
と
登
っ
て
ゆ
く
。
薄
紫

の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。 

 

１
２
時
２
０
分
。
右
に
三
つ
峠
山
荘
と
看
板

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
３
８
号 

２
０
２
１
年
６
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

三
ツ
峠
山
に
１
０
人
！ 

残
念
な
が
ら
富
士
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が

、
自
然
を
満
喫
す
る

。 
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が
あ
り
、
分
岐
を
右
に
行
く
。
左
右
の
土
手
が

深
く
削
ら
れ
た
よ
う
な
道
を
進
む
と
目
の
前

に
山
荘
が
見
え
て
く
る
。 

 

１
２
時
２
６
分
、
三
つ
峠
山
荘
着
。
た
く
さ

ん
の
若
者
の
団
体
が
い
て
思
わ
ず
外
し
て
い

た
マ
ス
ク
を
装
着
。
富
士
は
両
裾
野
が
見
え
て

い
て
演
習
場
の
緑
も
見
え
る
が
中
腹
か
ら
山

頂
ま
で
は
雲
の
中
だ
。
三
つ
峠
山
頂
直
下
の
岩

に
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
す
る
人
た
ち
が
見
え

て
い
る
。
西
川
夫
人
が
少
し
足
を
痛
め
た
よ
う

で
治
療
タ
イ
ム
。
そ
の
後
は
調
子
良
さ
そ
う
だ

っ
た
。 

 

１
２
時
３
９
分
、
少
し
先
の
方
位
盤
の
あ
る

広
場
に
到
着
。
雪
を
か
ぶ
っ
た
南
ア
ル
プ
ス
や

八
ヶ
岳
な
ど
が
よ
く
見
え
た
。
昼
食
会
場
を
こ

こ
に
決
め
て
、
荷
物
を
置
い
て
山
頂
ま
で
行
く

こ
と
に
す
る
。 

 

少
し
下
っ
て

再
び
上
り
返
す
。

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

が
き
れ
い
だ
。
昔

は
滑
り
や
す
か

っ
た
砂
礫
の
登

り
は
工
夫
さ
れ

た
滑
り
に
く
い

階
段
状
に
整
備

さ
れ
て
い
て
安

全
性
が
増
し
た

よ
う
だ
。 

 

午
後
１
時
、
三
つ
峠
山
頂
に
到

着
。
富
士
山
は
隠
れ
て
い
る
が
気

持
ち
の
い
い
山
頂
だ
。
早
速
集
合

写
真
を
撮
る
。
三
脚
を
置
い
て
き

た
こ
と
に
気
づ
い
て
近
く
に
い

た
人
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て

も
ら
う
。
ど
こ
か
の
国
の
方
で
佐

藤
さ
ん
に
英
語
で
話
し
て
も
ら

う
。
立
派
な
体
格
の
４
名
で
そ
の

あ
と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
。
箱

根
組
の
旗
を
見
て
「
は
こ
ね
～
」

と
叫
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
面

白
か
っ
た
。 

 

同
じ
道
を
下
っ
て
先
ほ
ど
の

昼
食
会
場
へ
戻
る
。
結
果
と
し
て

ソ
ー
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

で
２
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た

向
か
い
合
わ
せ
の
ベ
ン
チ
で
の
昼

食
だ
。
ち
ょ
こ
っ
と
ビ
ー
ル
で
乾

杯
。
佐
藤
さ
ん
の
ウ
イ
ス
キ
ー
も

少
し
い
た
だ
い
て
楽
し
い
昼
食
だ
。 

 

２
時
１
４
分
、
下
山
開
始
。
三

田
村
さ
ん
と
東
郷
さ
ん
は
当
初
の

予
定
通
り
河
口
湖
へ
ま
っ
す
ぐ
降

り
る
コ
ー
ス
へ
。
我
々
は
時
間
の

短
い
三
つ
峠
駅
方
向
へ
変
更
し
て

そ
れ
ぞ
れ
下
る
こ
と
に
す
る
。（
ベ

テ
ラ
ン
の
三
田
村
さ
ん
た
ち
は
き

っ
と
早
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

  

集合 ６月２０日(日) ＪＲ新宿駅(11番線) 
 

７：４４発 ホリデー快速おくたま３号 

奥多摩行き（３号車車内） 
（※武蔵五日市行きに乗らないこと） 
 

途中駅発  

中野 7：49 三鷹 7：59 国分寺 8：06  

立川 8：12 西立川 8：16 

奥多摩 ９：１７着 
 

交通費 新宿～奥多摩（片道 1,100円） 

 

現在の収支 

繰越     32863 円 

入金      200 円 

支出   

News/HP 作成費 500 円 

 当日プリント代 100 円

現在高   32463 円 

 

 

円 

６
月
２
０
日
（
日
）、
奥
多
摩
む
か
し
道
～
奥
多
摩
湖
畔
天
ぷ
ら 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラ
ク
ダ
コ
ー
ス 

歩
行
約
２
時
間 

 

 

※
電
車
バ
ス
内
な
ど
、
混
雑
時
は
マ
ス
ク
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

奥
多
摩
駅
か
ら
奥
多
摩
む
か
し
道
を
歩
い
て
境
橋
か
梅
久
保
バ
ス

停
ま
で
歩
き
ま
す
。
途
中
野
草
を
採
り
な
が
ら
進
み
ま
す
。
バ
ス

で
奥
多
摩
湖
ま
で
、
湖
畔
で
も
野
草
採
取
し
て
天
ぷ
ら
を
し
ま
す
。 

 

※
お
弁
当
は
要
り
ま
せ
ん
。
う
ど
ん
そ
ば
を
作
り
ま
す
。 

○
持
ち
物 

食
器
、
箸
、
カ
ッ
プ
、
飲
料
水
、
マ
ス
ク
（
予
備
マ

ス
ク
）、
傘
、
雨
具
、
ス
パ
ッ
ツ
、
非
常
食
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、 

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、

（
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ
チ
、
ナ

イ
フ
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他 

 

●
申
し
込
み
は 

６
月
１
８
日
（
金
）
ま
で
に 

  

三
つ
峠
駅
で
の
打
ち
上
げ
の

残
金
２
０
０
円
を
会
計
に
入

れ
ま
し
た
。 
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ら
、
や
は
り
予
想
通
り
河
口
湖
に
着
く
ほ
う
が

我
々
よ
り
早
か
っ
た
。
）
さ
て
８
名
の
グ
ル
ー

プ
は
ゆ
っ
く
り
と
降
り
て
ゆ
く
。 

 

山
荘
の
四
季
楽
園
の
前
を
右
に
下
り
、
急
な

階
段
と
岩
だ
ら
け
の
道
を
慎
重
に
降
り
て
ゆ

く
。 

 

２
時
３
０
分
、
岩
の
下
に
着
く
。
頭
上
に
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
人
が
登
っ
て
い
る
の
が
見
え

る
。 

 

２
時
４
２
分
、
神
鈴
権
現
社
通
過
、
社
は
見

え
な
か
っ
た
。
す
ぐ
に
一
字
一
石
供
養
塔
、
石

塔
の
周
り
に
た
く
さ
ん
の
石
が
積
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
あ
と
木
製
の
橋
を
渡
っ
て
す
す
む
。

愛
宕
尊
を
過
ぎ
る
と
小
さ
な
沢
に
金
属
製
の

新
し
い
通
路
が
出
来
て
い
た
。
こ
の
先
も
幾
つ

か
小
さ
な
沢
を
超
え
て
進
む
。 

 

３
時
２
分
、
八
十
八
体
供
養
塔
。
斜
面
に
た

く
さ
ん
の
石
仏
が
並
ん
で
い
る
。
手
前
に
は
空

胎
上
人
の
墓
が
あ
る
。
３
時
１
６
分
、
不
二
石
。

急
坂
足
元
注
意
の
看
板
。
岩
だ
ら
け
の
道
を
下

っ
て
ゆ
く
。 

 

３
時
３
１
分
、
愛
染
明
王
塔
の
岩
を
通
過
。

赤
い
山
つ
つ
じ
が
き
れ
い
だ
。 

 

３
時
５
０
分
、
馬
返
し
。
４
時
１
２
分
、
股

の
ぞ
き
。
後
ろ
向
き
に
富
士
を
見
る
と

こ
ろ
だ
が
見
え
な
い
。 

 

４
時
４
０
分
、
林
道
に
出
る
が
、
ま
た
山
道

に
入
り
、
４
時
４
６
分
、
だ
る
ま
石
に
着
く
。

橋
を
渡
っ
て
林
道
に
出
る
。 

 

６
時
１
０
分
、
三
つ
峠
駅
に
到
着
、
解
散
。

コ
ン
ビ
ニ
で
ビ
ー
ル
と
思
っ
て
い
た
ら
、
駅
手

前
の
中
華
が
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
希
望
者

５
人
で
塔
ノ
岳
依
頼
１
年
２
か
月
ぶ
り
の
打

ち
上
げ
。
静
か
に
ビ
ー
ル
を
い
た
だ
く
。
感
動

の
一
杯
だ
っ
た
。
そ
し
て
中
華
料
理
が
お
い
し

か
っ
た
。 
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